
平成25年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年7月31日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 東洋製罐株式会社 上場取引所 東 大 

コード番号 5901 URL http://www.toyo-seikan.co.jp
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 金子俊治

問合せ先責任者 （役職名） 総務部長 （氏名） 田谷信幸 TEL 03-4514-2001
四半期報告書提出予定日 平成24年8月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 194,137 1.4 8,079 △40.5 7,523 △46.3 3,969 △12.1

24年3月期第1四半期 191,375 3.7 13,581 25.4 14,012 15.6 4,513 △3.7

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 10,569百万円 （55.5％） 24年3月期第1四半期 6,797百万円 （136.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 19.68 ―

24年3月期第1四半期 22.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 973,453 619,071 57.1
24年3月期 962,108 609,804 56.9

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  556,304百万円 24年3月期  547,745百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
25年3月期 ―

25年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成25年3月期の連結業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 388,000 4.5 12,000 △34.1 13,500 △19.2 6,000 42.4 29.75
通期 737,000 4.9 13,000 △13.8 16,000 △14.0 7,000 ― 34.71



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会社処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当します。詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関
する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 216,592,000 株 24年3月期 216,592,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 14,905,750 株 24年3月期 14,905,599 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 201,686,251 株 24年3月期1Q 201,687,885 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）におけるわが国経済は、東日本大震災

の復興関連需要などを背景として緩やかに持ち直しの動きが見られたものの、厳しい雇用・所得環境の継続に加え、

欧州の債務問題や円高の長期化など、先行き不透明な状況のまま推移しました。 

このような環境下におきまして、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、以下のとおりとなり

ました。売上高は、昨年震災の影響で需要が増加した反動により飲料容器などの販売が減少したものの、昨年11月に

買収したCan Machinery Holdings, Inc.の損益を当第１四半期連結累計期間より取り込んだことにより1,941億37百

万円（前年同期比1.4％増）となりました。利益面では、飲料容器などの売上高が減少したほか、Can Machinery 

Holdings, Inc.にかかる無形固定資産およびのれんの償却費が増加したことなどにより、営業利益は80億79百万円

（前年同期比40.5％減）、経常利益は75億23百万円（前年同期比46.3％減）、四半期純利益は39億69百万円（前年同

期比12.1％減）となりました。 

各セグメントの営業の概況は次のとおりです。 

〔包装容器関連事業〕 

売上高は1,707億49百万円（前年同期比1.9％増）となり、営業利益は71億38百万円（前年同期比40.0％減）となり

ました。 

①缶詰用空缶・その他金属製品の製造販売 

飲料用空缶の売上高は、前年同期を下回りました。 

清涼飲料向けは、炭酸飲料向けが増加しましたが、昨年震災の影響やお得意先が夏期の電力使用制限に備えて増

産したコーヒー向けが反動を受けたことにより、減少しました。 

アルコール飲料向けは、チューハイ・発泡酒向けが低調に推移したことにより、減少しました。 

飲料用以外のメタル容器では、殺虫剤・コンロ用ガスボンベ向けが減少しましたが、震災で被災した当社仙台工

場の生産体制が復旧したことにより水産食品向けが増加したほか、防災意識の高まりにより乾パン向けなどが増加

し、売上高は前年同期を上回りました。 

メタルキャップでは、食品向けが減少しましたが、マキシキャップでビール向けの輸出や国内の清涼飲料向けが

増加し、売上高は前年同期を上回りました。 

②プラスチック製品の製造販売 

飲料用ペットボトルの売上高は、前年同期を下回りました。 

500mlを超える大容量は、昨年震災の影響で需要が増加した健康飲料向けなどが落ち込んだことにより、大幅に

減少しました。500ml以下の小容量は、炭酸飲料向けが順調に推移しましたが、昨年震災の影響により需要が増加

したお茶類向けが反動を受けたことにより、減少しました。 

一般プラスチックボトルでは、食用油・醤油向けなどが減少しましたが、中国の東罐（常熟）高科技容器有限公

司における頭髪用品向けが順調に推移したことに加え、大腸癌検査薬向けで、タイ国のWell Pack Innovation 

Co., Ltd.が洪水で被災したことにより在庫が減少したお得意先向けの増産を国内でおこなったほか、たれ類向け

が増加し、売上高は前年同期を上回りました。 

プラスチックフィルムでは、洗濯用洗剤向けの詰替用容器が好調に推移しましたが、昨年震災の影響により需要

が増加した米飯・流動食向けなどが減少したことにより、売上高は前年同期を下回りました。 

プラスチックキャップでは、昨年震災で被災した日本クラウンコルク株式会社石岡工場が復旧したことなどによ

り清涼飲料向けが増加したほか、ヨーグルト向けが好調に推移し、売上高は前年同期を上回りました。 

その他、コーヒーショップ向けの飲料用プラスチックコップが増加しました。 

③ガラス製品の製造販売 

びん製品では、清涼飲料向けが増加しましたが、医薬系ドリンク・ドレッシング向けが減少し、売上高は前年同

期を下回りました。 

ハウスウエア製品では、食器が増加しましたが、中東向けの輸出が大きく減少し、売上高は前年同期を下回りま

した。 

④紙製品の製造販売 

紙コップ製品では、震災の影響で昨年大きく減少したヨーグルト向けが好調に推移したことにより、売上高は前

年同期を上回りました。 

印刷紙器製品では、ビール類向けのジャケットパックや医薬系ドリンク向けが減少し、売上高は前年同期を下回

りました。 

段ボール製品では、ヨーグルト向けが伸長しましたが、昨年震災の影響により受注が増加した清涼飲料・ビール

類向けが低調に推移したことにより、売上高は前年同期を下回りました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



⑤エアゾール製品・一般充填品の受託製造販売 

エアゾール製品では、震災の影響で昨年需要が増加した殺虫剤・制汗消臭剤が減少したことなどにより、売上高

は前年同期を大幅に下回りました。 

一般充填品では、入浴剤が増加しましたが、消臭芳香剤が減少したことにより、売上高は前年同期を下回りまし

た。 

〔鋼板関連事業〕 

売上高は122億98百万円（前年同期比5.2％減）となり、営業利益は25百万円（前年同期比93.9％減）となりまし

た。 

電気・電子部品向けでは、電池材で、アルカリ乾電池向けが減少しましたが、ハイブリッド車用のニッケル水素電

池向けが需要の増加により伸長し、売上高は前年同期を上回りました。 

自動車・産業機械部品向けでは、自動車部品材料が増加しましたが、ベアリング材が需要の低迷により減少し、売

上高は前年同期を下回りました。 

建築・家電向けでは、冷蔵庫向け扉材が減少しましたが、ユニットバス向け内装材が大幅に増加し、売上高は前年

同期を上回りました。 

〔機能材料関連事業〕 

売上高は73億４百万円（前年同期比2.3％減）となり、営業利益は６億15百万円（前年同期比34.1％減）となりま

した。 

磁気ディスク用アルミ基板では、為替変動の影響を受けたことなどにより減少し、売上高は前年同期を下回りまし

た。 

光学用機能フィルムでは、フラットパネルディスプレイ向けで価格が低下したことにより、売上高は前年同期を下

回りました。 

その他、フリットが伸長したほか、顔料で輸出が好調に推移しました。 

〔その他〕 

硬質合金・機械器具および農業用資材製品などの製造販売、石油製品などの販売、損害保険代理業および不動産管

理業などにつきましては、売上高は37億84万円（前年同期比11.4％増）となり、営業利益は１億99百万円（前年同期

比0.0％減）となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間における連結子会社の増加は、次のとおりです。 

・増加（２社） 

東洋製罐分割準備株式会社 

Stolle Asia Pacific Co., Ltd 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

・資産、負債および純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、9,734億53百万円となりました。保有上場有価証券の時価下落によ

り投資有価証券が減少しましたが、受取手形及び売掛金の増加や設備投資の実施による有形固定資産の増加によ

り、前連結会計年度末に比べ113億44百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は、3,543億81百万円となりました。災害損失引当金の減少および借入金

の返済による有利子負債の減少がありましたが、支払手形及び買掛金等の支払債務が増加したことにより、前連

結会計年度末に比べ20億77百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、6,190億71百万円となりました。配当金の支払いがありましたが、

為替相場の変動にともなう為替換算調整勘定の増加や第１四半期純利益などの増加により、前連結会計年度末に

比べ92億66百万円の増加となりました。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の56.9％から57.1％となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、平成24年５月15日に公表いたし

ました業績予想から変更ありません。 



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計 

 適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）   

 当社及び一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

 以後に取得した有形固定資産（当社の機械装置及び賃貸に供しているオフィスビルを除く）については、改正後

 の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 131,695 112,474

受取手形及び売掛金 224,836 252,235

商品及び製品 64,386 65,569

仕掛品 11,587 12,148

原材料及び貯蔵品 27,430 26,205

繰延税金資産 9,530 9,280

その他 15,027 13,486

貸倒引当金 △3,468 △3,256

流動資産合計 481,027 488,142

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 109,297 107,851

機械装置及び運搬具（純額） 86,329 86,018

土地 78,885 79,078

建設仮勘定 15,696 20,684

その他（純額） 10,197 10,165

有形固定資産合計 300,406 303,799

無形固定資産   

のれん 32,468 36,044

その他 38,455 39,195

無形固定資産合計 70,923 75,240

投資その他の資産   

投資有価証券 82,201 77,824

長期貸付金 218 226

繰延税金資産 16,322 17,060

その他 12,233 12,378

貸倒引当金 △1,224 △1,218

投資その他の資産合計 109,751 106,271

固定資産合計 481,081 485,310

資産合計 962,108 973,453



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 80,753 87,840

短期借入金 83,077 82,908

未払法人税等 2,538 2,282

災害損失引当金 1,811 962

事業構造改善引当金 1,184 1,074

その他 67,382 64,101

流動負債合計 236,747 239,171

固定負債   

社債 5,000 5,000

長期借入金 27,909 27,169

繰延税金負債 15,619 15,404

退職給付引当金 51,711 52,496

役員退職慰労引当金 1,029 887

特別修繕引当金 4,365 4,552

ＰＣＢ対策引当金 892 722

事業構造改善引当金 881 881

アスベスト対策引当金 155 155

資産除去債務 1,809 1,815

その他 6,182 6,126

固定負債合計 115,555 115,210

負債合計 352,303 354,381

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,094 11,094

資本剰余金 349 349

利益剰余金 548,488 551,449

自己株式 △24,767 △24,767

株主資本合計 535,165 538,125

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 20,318 17,773

繰延ヘッジ損益 △112 △53

為替換算調整勘定 △7,625 458

その他の包括利益累計額合計 12,579 18,178

少数株主持分 62,059 62,767

純資産合計 609,804 619,071

負債純資産合計 962,108 973,453



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 191,375 194,137

売上原価 159,998 165,858

売上総利益 31,376 28,278

販売費及び一般管理費 17,795 20,199

営業利益 13,581 8,079

営業外収益   

受取利息 96 74

受取配当金 853 758

受取賃貸料 464 1,130

負ののれん償却額 109 －

持分法による投資利益 56 －

その他 1,598 1,099

営業外収益合計 3,179 3,062

営業外費用   

支払利息 125 227

固定資産賃貸費用 418 809

固定資産除却損 59 125

為替差損 960 1,462

持分法による投資損失 － 65

その他 1,184 927

営業外費用合計 2,748 3,618

経常利益 14,012 7,523

特別損失   

災害による損失 1,036 1,000

災害損失引当金繰入額 1,669 －

特別損失合計 2,705 1,000

税金等調整前四半期純利益 11,306 6,522

法人税等 6,049 2,262

少数株主損益調整前四半期純利益 5,256 4,260

少数株主利益 742 291

四半期純利益 4,513 3,969



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,256 4,260

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 84 △2,516

繰延ヘッジ損益 171 89

為替換算調整勘定 1,266 8,605

持分法適用会社に対する持分相当額 19 131

その他の包括利益合計 1,541 6,309

四半期包括利益 6,797 10,569

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,903 9,567

少数株主に係る四半期包括利益 893 1,002



  該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

〔セグメント情報〕 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

（単位：百万円）

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金、損害保険代理業 

    及び不動産管理業等を含んでいる。 

  ２．セグメント利益の調整額146百万円には、セグメント間取引消去等が含まれている。 

  ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

（単位：百万円）

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金、損害保険代理業 

    及び不動産管理業等を含んでいる。 

  ２．セグメント利益の調整額101百万円には、セグメント間取引消去等が含まれている。 

  ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 
計 

売上高  

  外部顧客への売上高  

 セグメント間の 
  内部売上高又は振替高  

 

 

 

167,537

119

 

 

12,968

11,328

 

 

7,473

4

 

 

187,979

11,453

 

 

3,395

1,507

 

 

 

191,375

12,960

 

 

 

－

△12,960

 

 

191,375

－

計   167,657  24,296  7,478  199,432  4,903  204,336  △12,960  191,375

セグメント利益  11,889  412  933  13,235  199  13,435  146  13,581

  

報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 
計 

売上高  

  外部顧客への売上高  

 セグメント間の 
  内部売上高又は振替高  

 

 

 

170,749

163

 

 

12,298

10,677

 

 

7,304

0

 

 

190,353

10,841

 

 

3,784

1,435

 

 

 

194,137

12,277

 

 

 

－

△12,277

 

 

194,137

－

計   170,912  22,976  7,305  201,195  5,219  206,414  △12,277  194,137

セグメント利益  7,138  25  615  7,778  199  7,977  101  8,079


	ヘッダー3: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー4: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー5: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー6: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー7: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー8: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー9: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー10: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー11: 東洋製罐株式会社（5901）平成25年３月期　第１四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -
	フッター11: - 9 -


